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修了時アンケート（大学院対象） 
人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（文学研究科含む） 

 

対象 ：大学院 博士前期、修士論文提出者 

実施期間 ：2024 年 1 月 5 日（金）～1 月 12 日（金） 

実施方法 ：教務係へ修士論文を提出しに来た者にアンケート用紙を配布し、すぐ側に設置し

た回収箱へ投函してもらう。回収箱は評価・広報室前にも設置した。修士論文の郵

送提出を希望した者には、修士論文と一緒にアンケートも郵送で提出してもらう。 

      ※アンケートとともに修士論文を提出するというかたちをとったため、修士論文提

出日にほぼ回収することができた。 

論文提出者 ：93 名 

回答者数 ：84 名 

回答率 ：90.3％   ※2022 年度 74.8％ 

 

結果まとめ 質問ごとに(全体)（実数） 

 

質問１ 所属する専攻は次のどれですか？ 

A 人文学専攻 B 
日本学専攻 

基盤日本学コース 
C 芸術学専攻 D 

所属不明 2 

白紙   1 

34 25 22 3 

 

質問２ あなたが所属する専門分野・コースにおいて開講されている講義や演習の数や種類は十分でし

たか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

45 31 2 1 4 

 

質問３ あなたが所属する専門分野・コースにおいて開講されている講義・演習・実習等のﾊﾞﾗﾝｽは適切

だと思いますか？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない 

43 34 4 1 1 

 

質問４ あなたが所属する専門分野・コースにおいて開講されている授業の内容は、全体として満足で

きるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

46 30 3 1 3 
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質問５ 大阪大学大学院人文学研究科の教室や教育のための設備は、満足できるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

26 35 12 7 3 

 

質問６ 修士論文の作成や日常の研究について、指導教員から十分な指導を受けることができました

か？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない 

51 22 7 0 3 

 

質問７ 大阪大学大学院人文学研究科での勉学は全体として満足できるものでしたか? 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない 

47 27 5 2 2 

 

 

各質問の回答選択肢の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問８ 大阪大学大学院人文学研究科での教育全般について、より良くするための意見や要望があれば、

自由に書いて下さい。 

【設備・教室について】 

教室等の施設、設備の充実。 

教育支援室のようなデスクトップ PC の充実。開室時間の拡大。 
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【授業・単位について】 

初年度の必修が必要なものなのか疑問だった。それよりも研究時間を確保したい。 

B1 でも専門の授業を聴講できるようにしてほしい。 

教職・学芸員の必須をかぶらせないでほしい。 

教免のためなら修士学生は専門外の授業を取っても良いルールを作ってほしい。 

コロナ後も、本の貸し出しや授業などオンラインでできるものを残していただるとよいと思う。 

他研究科の授業が気になるが、見るところを知らないまま修了してしまった。このツールをもう少し見

やすくした方がいいのではないかと思いました。 

留学生の日本語教育システムがあるとよりよい。 

【図書館】 

図書館所蔵資料をさらに増やしてもらいたい。 

図書館開館日の増加。 

図書館の環境が劣悪すぎる。 

【その他】 

コロナもあり、なかなか留学などが出来なかったが、院ならではの様々な体験ができた。 

（授業のアンケートだけでなく）学生からの意見を反映する場を設けてほしい。 

研究科ごとの縦割りを改善してほしい。 

ハラスメント対策相談しても、何もしてくれないとうわさを聞いた。 

役職付教員の負担軽減。 

退職した教員の補充がおそい。教員数が足りてなくて教員が激務。 

よかったです。 

 

 

自由記述欄についての回答 

教室等の学習環境についてご意見をいただきました。学習環境については予算上の制約があり

直ちに実現できるわけではありませんが、今後とも学習・生活環境の整備に努めていきます。 

教職・学芸員の授業についてご意見をいただきました。教職・学芸員の授業は、学部生を対象

としていて大学院生が取りづらい場合があります。また、現行の制度でも修士課程・博士前期課

程の学生が教職・学芸員の授業を取ることはできます。こうした制度を活用できるように周知に

努めていきます。 

ハラスメント相談について「対応してもらえないという噂」があるとのご意見をいただきまし

た。大阪大学は、豊中、吹田、箕面の各キャンパスにハラスメント相談室を設けており、文学部

はハラスメント問題委員会を設置しています。ハラスメントの発生防止に努め、相談があった場

合は慎重かつ真摯に対応しています。噂に惑わされず、相談が必要な状況であれば HP掲載の相

談室、委員会メンバーへご相談ください。 

 


